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第６章 ワークシート解答 
１． 図１のように電流を定めると，キルヒホッフの第一法則（電流則）と第二法則（電圧則）より， 

( ) ( ) ( ) ( )tri
dt
tdiLItiti r

L
Lr ==+ ， となる。 

これらから電流 ( )tir を消去すると
( ) ( ) Iti
dt
tdi

r
L

L
L =+ を得る。 

一般解は， ( ) ］［A1
tL

r

keti
−

= となり，特解は ( ) ］［A2 Iti = となるので，初期条件 ( ) A00 =Li を適用すると 

( ) ］［A1 ⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−=

− tL
r

L eIti となる。 

よって， ( ) ( ) ( )( ) ］［V
tL

r

Lr rIetiIrtritv
−

=−== となる。  (答)  

 

２． 図２のように電流を定めると，キルヒホッフの第二法則（電圧則）と第一法則（電流則）より， 

( ) ( ) Etvtri =+ ， ( ) ( )tRitv r= ， ( ) ( ) ( )tititi Cr =+ ， ( ) ( )
dt
tdvCtiC = となる。 

これらから電流を消去すると
( ) ( ) Etv

R
r

dt
tdvCr =⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ++ 1 を得る。 

一般解は， ( ) ］［V
11

1

tr
R

CRketv
⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ +−

= となり，特解は ( ) ］［V2 E
Rr

Rtv
+

= となるので， 

初期条件 ( ) V00 =v を適用すると 

( ) ］［V1
11

⎟
⎟
⎠

⎞
⎜
⎜
⎝

⎛
−

+
=

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ +− tr

R
CReE

Rr
Rtv となる。  (答)  

 

３． 図３のように電流を定めると，キルヒホッフの第一法則（電流則）と第二法則（電圧則）より， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )
R
tv

dt
tdvCtititi rC +=+= ， ( ) ( ) ( ) Etv

dt
tdiLtri =++ となり ( )ti を消去すると， 

電圧に関する微分方程式
( ) ( ) ( ) Etv

R
r

dt
tdv

R
LCr

dt
tvdLC =⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ++⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ++ 12

2

を得る。 

2=r ， 1=R ， 2=C ， 1=L ， 1=I ， 3=E とすると 

( ) ( ) ( ) 3352 2

2

=++ tv
dt
tdv

dt
tvd

と表される。 

特性方程式は 0352 2 =++ ss となり 5.11 −−= ，s ，すなわち 5.1121 −−= ，，αα の異なる二つの実解とな

るので（Ⅰ）の場合となる。 

式6－72より一般解は， ( ) ］［V5.1
211

tt ekektv −− += となる。 
式6－75より特解は， ( ) V12 =tv となる。 

よって，未定係数を含む解は ( ) ］［V15.1
21 ++= −− tt ekektv となる。 

また， ( ) ( ) ( ) ］［A122 5.1
21 +−−=+= −− tt ekektv

dt
tdvti となり， 
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初期条件 ( ) V00 =v ， ( ) A00 =i より 31 −=k ， 22 =k となる。 

したがって，電圧と電流は 
( ) ］［V123 5.1 ++−= −− tt eetv ， ( ) ］［A143 5.1 +−= −− tt eeti  となる。  (答)  

 
４． 図４のように電流を定めると，キルヒホッフの第一法則（電流則）と第二法則（電圧則）より， 

( ) ( ) ( ) Itititi LCR =++ ， ( ) ( ) ( )
dt
tdiLtRitv L

R == となり， 

さらに ( ) ( ) ( )
2

2

dt
tidLC

dt
tdvCti L

C == となる。 

電流則の式において， ( )tiR および ( )tiC を消去すると， 

インダクタ電流に関する微分方程式
( ) ( ) ( ) Ititi

R
L

dt
tidLC LL

L =++2

2

を得る。 

(1) 1=R ， 5.0=C ， 2=L ， 1=I とすると，
( ) ( ) ( ) 122

2

=++ ti
dt
tdi

dt
tid

L
LL と表される。 

特性方程式は 0122 =++ ss となり 1−=s の重解となるので（Ⅱ）の場合となる。 

式6－73より一般解は， ( ) ］［A211
tt tekektiL

−− += となる。 

式6－75より特解は， ( ) A12 =tiL となる。 

よって，未定係数を含む解は ( ) ］［A121 ++= −− tt tekektiL となり，初期条件 ( ) A00 =Li より 11 −=k となる。 

また， ( ) ( )
］［V2222 22

ttt tekeke
dt
tditv L −−− −+== となり， ( ) V00 =v より 12 −=k となる。 

したがって，インダクタ電流は ( ) ］［A1 tt teetiL
−− −−= となる。  (答)  

 

(2) 2=R ， 25.0=C ， 2=L ， 1=I とすると，
( ) ( ) ( ) 15.0 2

2

=++ ti
dt
tdi

dt
tid

L
LL と表される。 

特性方程式は 015.0 2 =++ ss となり js ±−= 1 ， 
すなわち jj −−+−= 1121 ，，αα の異なる二つの複素解となるので（Ⅲ）の場合となる。 

式6－74より一般解は， ( ) ］［A21
211

tt ekektiL
αα += となる。 

式6－75より特解は， ( ) A12 =tiL となる。 

よって，未定係数を含む解は ( ) ］［A121
21 ++= tt ekektiL

αα となり， 

また， ( ) ( )
］［V222 21

2211
tt ekek

dt
tditv L αα αα +== となり， 

初期条件 ( ) A00 =Li ， ( ) V00 =v より
2

1
21

2
1

jk −=
−

=
αα

α
，

2
1

21

1
2

jk +=
−

−=
αα

α
となる。 

したがって，インダクタ電流は ( ) ( ) ］［Acossin1 tteti t
L +−= − となる。  (答)  

 


